A Study of Educational Influence of Museum-School Collaboration: Focusing on the Base of "Expression"and "Appreciation" by 藤澤 まどか
早稲田大学教育学部　学揃研究（教育・生涯教育学編）第56号15～28ページ，2008年2月
美術館と学校の連携による教育的作用
－「表現」と「鑑賞」のつながりに着目して－
藤　澤　ま　ど　か
＼、
15
1．はじめに
本研究では，美術館と学校の連携による教育
的作用について考察することを目的とする。そ
のさい，美術館教育と学校での美術教育との関
わりを視野に入れながら，その教育内容である
「表現」と「鑑賞」の双方のつながりに着目し
ていきたい。
現在の美術館を取り巻く状況は，2006年から
「これからの博物館の在り方に関する検討協力
者会議」が行われて，博物館の登録制度や学芸
員制度等の問題が審議されており，博物館その
ものの定義や制度が見直されている。そのため，
美術館・博物館は転換期にあると言えるが，美
術館活動が人々に与える影響や教育的作用の内
実を明らかにしないことには，本質的な部分を
見逃してしまうことになる。
一一一特に，一現代は「社会的ネットワークの瓦解，一
集団行動の崩壊」1によって流動的社会として
指摘されているが，日常生活や様々な側面で，
関係性を感得することが困難な時代であると言
える。そのため，この間題から引き起こされる
現象として，第1に自己と他者との関係を構築
することが困難になる，第2に自己の根拠が不
確かになることが考えられる。このような社会
的背景から，教育現場でも教育関係の成立に欠
かせない‘‘関係性の中で生きている存在”とし
て自己認識することも難しい状況にあると考え
られる。その結果，コミュニケーション能力が
低下したり，孤独感が募って様々な犯罪を起こ
したりと悲惨な状況を生み出すきっかけにもな
りかねない。そのため，教育活動のさいに自己
の存在を関係性の中でとらえられる様な工夫を
するだけでなく，その関係性を感得できるよう
な豊かな感受性を育むことが喫緊の課題として
設定される。この課題は，教育現場に限定され
るものではなく，社会全体の問題でもあり，公
共機関として，また教育機関として美術館でも
積極的に取り組んでいかなければならない。
そこで，本研究では美術館と学校の連携によ
る教育的作用に着目するが，両者の連携のポイ
ントになるのは美術作品を中心とした活動であ
り，具体的には，＿美術館でのワークショップや
作品鑑賞等の活動，美術教育での「表現」と
「鑑賞」にまつわることであろう。特に，表現
活動・造形活動や鑑賞教育について考察された
先行研究は数多くあり，その研究手法も方法論，
実践活動や理論的考察というように取り上げる
テーマや内容も多岐に渡っている2。このよう
に，研究テーマとして深まりをみせる一方で，
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美術館と学校の連携が順調に行われていない現
実もある。その結果，美術館の教育的意義も認
識されにくくなると考えられるが，学校の美術
教育で重視されることが多い「表現」活動と美
術館で中心的になる「鑑賞」行為に相通じる点
を提示することで，現状を変える1つの端緒に
なると考える。
それは，「表現」と「鑑賞」をつなげる視点
を獲得することによって，美術館と学校の連携
を円滑に行うヒントになるだけでなく，コミュ
ニケーション能力を育んだり，他者との関係を
築いたりする作用も明らかにできるからである。
その意味では，美術館教育・美術教育に限定さ
れるものではなく，教育現場や日常生活に関し
ても広く影響を与えると言える。このような観
点から，美術館と学校の連携による教育的作用
に注目し，社会との連関も視野に入れながら幅
広い視点で考察したい。
2．美術館教育と美術教育の接点
（1）学習指導要領の中での美術館・博物館の位
置付け
上記のことから，学校教育の中での美術館の
位置付けに着目したい。特に，美術館と子ども
が最初に出会う機会は，学校行事の中での訪問
が多く，この時の美術館に対する印象がその後
－の美術館イーメージの基底となる。－し－たがってi‥
子どもたちが初めて触れる第一歩として「『楽
しい』，『わかりやすくてためになる』という印
象を体験的に与える工夫」3が必要であるとい
う指摘は示唆に富むものであろう。このような
配慮があることで，成長してからも継続的に美
術館を利用したり，美術作品と日常的に触れた
りするような姿勢も形成される。つまり，美術
館に対する印象や先入観がかたちづくられる契
機に，学校での教育が深く関わっているため，
学習指導要領の中での美術館・博物館の位置付
けを明らかにしたい。
まず，戦後の1947年に「教育基本法」「学校
教育法」が公布され，新しい学校制度のもとに
小学校・中学校が発足し，「図画工作科」が必
修科目として設定された。その後，1951年の
「小学校学習指導要領」では「問題解決学習」
が志向されたことから，それが図画工作科にも
反映されて，「社会人及び公民としての完成の
助けとして」設定され，個人の中で養われる造
形能力を家庭・学校・社会と結び付けながら豊
かにしようとする内容になった4。なかでも，
「中学校・高等学校学習指導要領図画工作編
（試案）」では，中学校の図画工作教育の目標の
1つに「人間の造形活動の意味を理解し，その
価値を理解する能力を発展する」ことが掲げら
れ，「地域社会および国としての美術文化の施
設と，美術作品保護のための施設についての理
解を発展させ，関心を高めること」が挙げられ
た5。ここで，美術文化・美術作品保護のため
の施設として美術館・博物館の名称が具体的に
挙げられているわけではないが，地域社会との
関連を重視したことに加え，美術館・博物館の
基本活動としての「収集・保存・調査研究・展
示－・教育」の役割を鑑みた場合；一上記の規定に
該当する施設であると思われる。
また，1958年改訂の「小学校学習指導要領」
では，指導計画作成および学習指導の方針の中
で，指導に使用する材料・施設・その他，につ
いて学校の事情に応じて取捨選択でき，図画工
作科の指導目標にかなったものであるならばそ
の地方に特有のものを課してもよいとされた6。
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前述の1951年の場合と同様に，美術館・博物館
の具体的な名称は挙げられていないが，美術作
品に関連する文化機関として美術館・博物館等
は該当施設と言えよう。その一方，1958年以前
は家庭・社会生活と関連付けて強調されたのに
対し，1958年以降は個人的能力や資質の拡大と
結び付けて求められるようになったことから，
美術の社会的機能の強調から美術固有の価値に
対する教育へ移行することになった7。そのた
め，1968年の「小学校学習指導要領」では，各
学年の内容に示す各領域の授業時間数の配当割
合として，「A（絵画）およびB（彫塑）」40％，
「C（デザイン）」15％，「D（工作）」40％，「E
（鑑賞）」5％とされ8，歴史的に継承された先
人の作品を鑑賞することよりも，「表現」にあ
たる内容が重視されるようになり，「鑑賞」は
かなり低い割合で設定された。このような背景
から，作品鑑賞に対する取り組みは遅れがちに
なり，美術館に対する理解を促進する機会も少
なくならざるを得なかったと考えられる。
その後，1977年の「小学校学習指導要領」の
改訂で教育内容に「表現」と「鑑賞」の2つか
設定され9，それまでの「表現」活動の重視か
ら，徐々にではあるが「鑑賞」に対する配慮が
生まれることになった。また，「表現」に関し
ては，遊びのもつ教育的価値が認められたこと
から「造形遊び」が導入され，この傾向がその
後も継続することとなった。
このような流れの中で，美術教育の「表現」
重視の傾向が転換期を迎えたのは，1988年の学
習指導要領の改訂によるが，従来のように「造
形遊び」を中心とした内容から「鑑賞教育」が
重視されるようになった。この変化の要因とし
て，生涯学習との関連で学校教育がとらえられ
るようになったことや1980年代後半からアメリ
カで起こったDBAE（Discipline－Based Art
EducationlO）運動が影響している。DBAEに
関しては藤江充によって詳しく考察されてお
り日，「美学」「美術史学」「美術批評」「制作」
のそれぞれの学的ディシプリン（規律・学問領
域・鍛錬における規範性）とその関連を構想す
るものである12。この運動に関しては様々な論
議がなされているが，美術教育に関する内容に
とどまらず，「鑑賞」の重要性を喚起する契機
になったと思われる。
上記の流れを受けて，1998年改訂の「小学校
学習指導要領」では指導計画の作成と各学年に
わたる内容の取扱いとして，「各学年の『B鑑
賞』の指導に当たっては，児童や学校の実態に
応じて，地域の美術館などを利用すること」13
が掲げられた。同様に1998年改訂「中学校学習
指導要領」の指導計画の作成と内容の取扱いで
は，「各学年の『B鑑賞』の題材については，
日本や諸外国の児童生徒の作品，アジアの文化
遺産についても取り上げるとともに，美術館・
博物館等の施設や文化財などを積極的に泡用す
るようにすること」14が挙げられた。つまり，
美術館で行う作品鑑賞の特性を学校でも認知し，
「鑑賞」の単元の中で美術館の積極的な活用を
促すようになった。
一一また，2002年度から学校週5日制が導入され
て，生涯学習との関わりがさらに強調されたこ
とから，地域の社会教育機関の利用を促進する
動きに伴って，小学校・中学校・高等学校の教
科書にも美術館利用に言及する項目が設定され
たり，「鑑賞」に対する工夫が項目に取り入れ
られたりしている15。したがって，美術館と学
校の連携が浮上した大きな契機には生涯学習社
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会化があり，一人ひとりの自主的な学びや地域
社会との関わりの中で教育をとらえる必要に迫
られたと考えられる。
（2）美術教育の場としての美術館
ここで，美術館での教育活動に焦点を当てて
みるが，美術館での普及活動としての美術教育
が始められたのは1975年頃であり，1985年頃ま
でには「美術館教育」という美術教育研究の1
ジャンルとして定着するに至ったことから，美
術教育と美術館教育との関係構築が1つの課題
となった16。また，1988年以降，美術館教育の
内容がワークショップから鑑賞教育に移行した
理由として，第1に比較的少ない予算で多くの
来館者にサービスの提供が可能であること，第
2に美術館教育に学芸員が参加するようになり，
その多くが美術史出身であるためワークシート
や作品解説を行う活動が増加したこと，第3に
学習指導要領の改訂が指摘されている17。
前述のように，生涯学習社会の中で美術館と
学校（美術教育）の連携が注目されるようになっ
たが，現実にはその連携が円滑に行われている
表1．図画工作科・美術科の授業時数の変遷
とは言い難い。その原因として，石川誠は美術
館と学校の温度差を指摘しているが，双方の交
流や両施設の距離的障害の克服，学校の時間枠
の設定が困難であることへの対応，美術館の受
け入れ態勢の準備等が課題として挙げられてい
る18。そのため，これらの物理的な問題を改善
していくだけでなく，ソフトの面を充実するこ
とも忘れてはならない。特に，連携を成功に導
く鍵は，最初の情熱を維持し，相互の見方に耳
を傾けて連携の心を保つことにあるが19，学校
の教員と美術館の学芸員・職員の連絡や，協力
が行いやすいシステムを確立することも同時に
行われなければならない。
また，表1のように，図画工作科・美術科の
時間そのものが削減されており，学校教育の中
で美術館を活用できる機会が減少していると言
える。もちろん，美術館での授業や実習には，
カリキュラムや時間の調整が必要であるため，
図画工作科・美術科の時間に限定できるもので
はない。しかしながら，これらの教科の授業時
数自体が減少しているということは，自己を表
現したり，コミュニケーション能力を養ったり
1947年 1958年 1977年 1989年 1998年
小学校第 1学年 105（3） 102（3） 68 68 ‘68
小学校第 2学年 ユ05－（3）‥‥一：－ 70－－（2） 70一一 70　－ 70
小学校第 3学年 105（3） 70（2） 70 70 60
小学校第 4学年 70～105（2～3） 70（2） 70 70 60
小学校第 5学年 70（2） 70（2） 70 70 50
小学校第 6．学年 70（2） 70（2） 70 70 50
中学校第 1学年 70（2） 70（2） 70 70－ 45
中学校第 2学年 70（2） 35．（1） 70 35～70 35
中学校第 3学年 70（2） 35（1） 35 35 35
1年間の総時間数（1週間の平均時間数）／1958年以降は小学校1単位（45分），中学校1単位（50分）
教育情報ナショナルセンター（NICER）ホームページを参照し，筆者が表を作成した20。
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できる学習機会も減少しつつあると考えられる。
また，2003年に実施された図画工作科・美術
科の鑑賞学習指導についての全国調査結果によ
れば，美術教育の現場では依然として「表現」
重視の状態が続いていることが明らかになっ
た21。つまり，美術館と学校との連帯の現状は，
遠足や修学旅行等の学校行事，授業の一環とし
て行われることが多いため，学校での学芸員の
指導や教員対象の講座の実施については模索中
であると言えよう22。したがって，美術館との
連携が目標として盛り込まれているにも関わら
ず，前述の美術館体験を支援するシステムが整
備されていないことによって，連携が困難になっ
ていることを示唆していると思われる。
さらに，連携が盛んでない状況は，美術教育
を行う場所にも反映されており，小学校では
「普通教室」43．5％，「図工室」26％，中学校で
は「美術室」76％に対し，「美術館・博物館」
は小学校で28．2％，中学校で31．3％であり23，
美術館・博物館の利用が多いとは言えない。つ
まり，美術館と学校の連携を促進するうえで看
過できない「鑑賞」の学習が盛んでないことか
ら，美術館活動の機能や活動に対する理解も進
まないという状況が生み出されていると考える。
その原因には，美術館と学校の間の目標設定の
相違が挙げられるが，美術教育の教科内容とし
て＿は＿＿［表現」＿と「鑑賞」の2つに分割されてい
るものの，実際には両者は密接に関わっており，
相互に影響を与えながら人間形成に寄与してい
ることを改めて強調したい。これに加えて，学
校（美術教育）では「表現」，美術館では「鑑
賞」というように区別を設けたり，「表現」か
「鑑賞」かという二者択一的な議論に陥ったり
しないためにも，双方の基底に据えられるもの
を分析する必要がある。
3．「表現」と「鑑賞」の基底となるもの
（1）感受性を育む
以上のことから，美術館と学校（美術教育）
の連携の要点となるのは，美術作品にまつわる
「表現」と「鑑賞」を結ぶ共通点を理解するこ
とであろう。そもそも，作品として「表現」す
るのも，「鑑賞」するのも何かを感じることが
前提となる。例えば，中学校教科書や高等学校
教科書の「表現」では，「空間のとらえ方」に
関して草間爾生の＜ミラー・ルーム（かぼ
ちゃ）＞（1991）24，荒川修作＆マドリン・ギン
ズ（Madeline Gins）の＜偏在の場・奈義の龍
安寺・建築する身体＞（1994）25を掲載している。
また，「自然」について学ぶさいにも，ヴォル
フガング・ライブ（Wolfgang Laib）＜ハシ
バミの花粉＞（1986）や中川幸夫＜花坊主＞
（1973）26を掲載したり，「風景の描き方」に関
しても，雪舟等楊の＜秋冬山水図＞（15世紀）
やクロード・モネ（Claude Monet）＜ひなげ
しの小径（イル＝サン＝マルタン）＞（1880）27等
の様々な作品を載せたりしている。つまり，単
元の目標を理解していく過程で，作品から読み
取れる先人の美意識や表現方法を「鑑賞」し，
その時に感じたことを基礎にして空間や自然の
見方を確立していく＿と言える。したがって，＿
「表現」するさいにも自己のイメージや表現し
たいものを抜きにして考えられないが，そのイ
メージの形成過程には，既知の事柄や先人の作
品を基礎にしている場合が少なくない28。つま
り，「構想力は，歴史的・社会的に条件づけら
れた主体の生活的欲求に規定されている」2gこ
とからも，「鑑賞」によって培われた見方とと
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もに生じると考えられる。そして，「鑑賞」に
関しても，「鑑賞の端緒は対象全体の直観的な
印象，つまり感動や衝撃などからなる初動印象
である」30ことからも，作品や対象を感覚的に
とらえることからスタートすると言えよう。
また，美術教育の教材として，ポスターやワー
クシート，ビデオ，CD－ROM，DVD等が用
意されている場合がある。もちろん，このよう
な工夫は重要であるが，美術館の強みは，教科
書に掲載されている写真や教材，レプリカでは
なく，実際に作品を目前にしてその迫力やスケー
ル，素材やディテールを実感できることにある。
また，各館によって相違があるにせよ，学芸員
が専門的な観点から選定したものを鑑賞できる
ことも挙げられる。このようなことから，美術
館と学校の相互協力によって実りある活動が行っ
ていけると思われるが，実物と対面することで
得られる経験は，感性や感覚器に直接働きかけ
るため，学生の体験の質の高まりにも結び付い
ていく。したがって，「鑑賞」も感性・感覚を
駆使して進められると言えるが，同様に「表現」
でも作品制作の中で，素材や道具の身体的な接
触を通して自己の感覚表面を磨き31，自己の感
覚を錬磨していくのである。
つまり，「表現」と「鑑賞」の両者に共通す
るのは感受性を育む作用であり，感受性は美術
教育の成立に不可欠な要素でも、ある。－なぜなら，一
美術教育がうまくいくかどうかは教師の技量や
才能，魅力や創造力ではなく，子どもの感覚と
知性の豊かな体験の宝庫をどう掘り起こせるか
にかかっているからである32。したがって，感
受性を育むことと美術教育の成立は密接に関わっ
ていることが理解できる。さらに，実物の美術
作品に触れ合うことができる美術館では，「鑑
賞」力を伸ばすだけでなく，「表現」力の土台
になる豊かな体験の創出に寄与することは言う
までもない。このような体験があってこそ，感
受性を育んでいくことができ，1つの事柄を広
い視点で考えられるような柔軟な思考力の育成
にも結び付いていくと考えられる。
しかしながら，学校での美術教育のあり方を
問うさいに，佐藤学は学校でのアート教育の弊
害を教科主義に兄いだし，学校の音楽や美術が
社会生活との関わりを失っていると指摘する。
それは，音楽や美術といった表現に関する教科
が，社会生活でいかに重要であるかという認識
が浸透していないだけでなく，実際の社会生活
の中で表現やアートがどのように影響している
のかを明らかにしにくいという側面があるから
であろう。そして，佐藤はアートを生きた個人
が「世界と自己と他者の『意味（meaning）』
について『新たな気づき』と『尽きることのな
い洞察』をもたらす営み」33とし，アートの教
育を創造性（creativity）と想像力（imagina－
tion）を育てるものと位置付ける。つまり，美
術教育や美的教育の本質として創造性の問題が
掲げられるが4，創造性や想像性を育むにも自
己の表現したいことや他者の表現，周囲の環境
を敏感に感じられるような感受性が基礎になる
と言える。
－したがって，一学校での学びに関して－も興味・ム
関心を持つことからスタートするのなら，美術
教育は他の教科と共通の部分が多いと言える。
それは，カーソン（RachelCarson，1907－1964）
が述べるように，幼少期に自然に触れて感じる
様々なことがその後の知識や知恵を生み出す種
子となり，情緒や感覚的印象がその種子を青く
む豊かな土壌となって自主的な学びを喚起する
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ため35，感受性は学校での学びに関わるだけで
なく，人間の一生涯を通して関係するものであ
る。つまり，感受性を育むことは，図画工作科・
美術科の授業で重要であるばかりでなく，他の
教科の学びのプロセスにも大きな役割を果たし，
その後の人間の学びや生き方にも影響を与える
と考えられる。
（2）世界観の形成
前述のように，「表現」と「鑑賞」の基底に
感受性が据えられることが理解できるが，次に
両者の関係がどのように成立しているのかにつ
いて考えていきたい。まず，「表現」の定義に
は「目に見えないもの，観念的なものに対して，
目に見える形を与えること，もしくはその日に
見える形そのもの」36を指す。そのため，「表現」
の内容として設定されている造形活動は，もと
もとあった色や形，質や状況に新しい意味付け
をして造形物として具体的に表すことから，個
人の見方や考え方，感じ方に依拠していると言
える。そのため，造形されたものは非言語的に
示された作者特有の考えであり37，作品として
体現されることで，それを意図する・意図しな
いにせよ何らかのメッセージや価値観を含むこ
とになる。そもそも，作品の定義としては「広
義には作られたと見られるもの全般を指し，狭
義には人の作るもののうち，一特に独自の精神的
な内部をもち，その内部を開示することを目的
とするもの」38とされる。
このように，作品が語りうる存在であると同
時に，鑑賞者も語りかける生ある存在であって
はじめて，「作品と観者との間の真の対話は成
立」39する。そのため，作品として「表現」さ
れたものが「表現」となるには，それを読み解
く鑑賞者の存在，すなわち，「鑑賞」される行
為がなければならない。特に，美術作品は作者
によって完成された後もより良い解釈を求め続
けることでその世界を更新していくため，他者
の解釈が介入することによって無限に創造し続
けることになる40。つまり，「表現」は「鑑賞」
されることによって，新たな側面を覗かせたり，
次世代に継承されたりするきっかけを生み出し
ていく。また，作品鑑賞の過程では，「絵に従っ
て，絵とともに見ている」41のであり，作品の
観点を規準にして共感したり，違和感を覚えた
りしなからある視点を形成することになる。そ
のため，これらの価値観を基礎にして，さらな
る「表現」にむかう原動力にもなっていくため，
「表現」と「鑑賞」は相補関係にあると言える。
特に，「鑑賞」については，ことばで語るこ
とで自己の見方や感じたことを明らかにするだ
けでなく，受動的な鑑賞から能動的に観ること
になっていく42。つまり，鑑賞者はモノの意味
を間断なく構築しており鳴，作品解釈を通して
主体的に作品や対象と関わり合っていると言え
る。また，人間が存在している世界の中で出会
う事象には，「自然・行為・作品」44が据えられ，
美術作品は人工物と完全に一致するわけではな
いが，モノを生み出したり，人間の環境を形成
したりするうえで主要な要素であると理解でき
る。それは，「認識することは解釈すること」45
であり，自己を取り巻く環境を理解していくさ
いにも，対象の意味や位置付けを行うことが基
礎になる。その意味では，人間を取り巻く世界
は読解される象徴（signs）の世界であり，際
限のない解釈の作業が認識の基礎的構造となる
ため46，解釈は日常的に行われている行為と言
える。したがって，解釈は作品鑑賞に限定され
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るものではなく，自己形成の過程で大きな影響
を与えていると考えられる。
というのは，「鑑賞」のさいに作品解釈を行
うが，解釈学の基礎付けを行ったディルタイ
（Wilhelm Dilthey，1833－1911）は，「体験一
表現一了解」を経て物事を理解すると述べる47。
例えば，自画像の制作にあたって「自己を見つ
める」ことが目標に掲げられていた場合，作品
制作のプロセスで自己を省察し，それを作品化
することで自己を「表現」すると同時に，その
作品を自分白身で「鑑賞」しなから仕上げてい
くことにもなる。要するに，自己自身の本質を
理解するにも表現という間接的手法をとること
から億，自己の表現したものを目にしてはじめ
て理解できる事柄が含まれていると言える。
さらに，「表現」されたものを「鑑賞」する
プロセスに着目してみたいが，リ　ップス
（Theodor Lipps，185卜1914）は美的感情移入
について「完全な感情移入とは，正に視覚的に
知覚されたものの中への，並びにかかるものの
中に於いて私が体験するものの中への，私自身
の完全な没入である」49とした。しかしながら，
「鑑賞」は対象となる作品に沈潜し，投入して
いたとしても，それは鑑賞者の生の滅却を意味
せず，「我を忘れて見入ることによって，却っ
てより深く，より純粋に自己を生きる」50こと
に結び付いていく。また，リ＿ツブスは自己と他
者の「借行為」としての「感情移入」の察知に
関しては，他者の視覚像や筋肉像，触覚像に結
合されるのではなく，他者のことば遣いや挙動
や身振りからそれを読み取ると述べる51。した
がって，そこには何らかのコミュニケーション
が介在しており，鑑賞者同士も共感したり，逆
に共感しなかったりしてそれぞれの感じ方を推
し測りながら伝え合っていくことになる。
このようなことから，「『美術すること』は，
主体の対象化による自分自身の確かめ（自己確
証）であり，また主体の共同的存在としての相
互の確かめ（相互確証）の活動」52になってい
く。つまり，自己自身を理解するだけでなく，
関係性の中で生きている自己を感得する契機と
なり，他者の存在に気付く端緒となる。このよ
うな過程を経て，自己の価値観や世界観もかた
ちづくられていくことになるが，「表現」と
「鑑賞」の基底には関係性を理解したり，コミュ
ニケーションを行ったりするきっかけが含まれ
ている。
4．コミュニケーション能力の獲得
（1）自己と他者・社会とのつながり
以上のことから，「表現」活動に関しては
「鑑賞」することでインスピレーションがわい
たり，「鑑賞」についても感じた内容を「表現」
することで他者と交流したりする側面がある。
そのため，「表現」と「鑑賞」は相互に影響を
与えており，両者のバランスを取ることで相乗
効果が得られるようになる。これに加えて，前
述のように「表現」や「鑑賞」の基底には感受
性を育んだり，世界観を形成したりすることが
読み取れるが，自己を省察すると同時に他者と
出会うことになる。そのため，美術・芸術する
こととは，第1に人間の自己自身とのコミュニ
ケーションであり，第2に人間と社会のコミュ
ニケーションや他者の発見であり，第3に人間
と自然あるいは世界とのコミュニケーションと
なる53。近年，教育的課題としてもコミュニケー
ション能力の低下が懸念されるが，自己を表わ
す「自分の言葉」がないことで，他者との関係
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が築けない事態をも引き起こしてしまう54。そ
のため，「表現」や「鑑賞」をとおして表現力
を高め，他者とのコミュニケーションを図る能
力を培うことによって，この問題の改薯に寄与
するのではないかと考える。
つまり，図画工作科・美術科の題材は，当該
科目にとどまらず他教科に関わりがあるだけで
なく，人間関係を築いたり，社会生活を送った
りすることにも影響を与えている。例えば，石
川毅によれば，芸術教育学とは「芸術による教
育」，「芸術への教育」という二者択一の問題を
越えて芸術としての教育という総合的局面へと
導き，人間の生成という本質的な意味での教育
の技術学であるとする。さらに，石川は現実社
会との関係を維持することによって現実を認識
し，芸術の享受によって人間がいかに生きるか
という実践的解答の確認が可能になることから，
“人間への視点’’の問い直しに基礎を見出して
いる55。そのため，自己形成を行う基盤となり，
人間関係の構築にも寄与し，他者との信頼関係
を築くという教育課題に取り組むうえでも，美
術教育をとおして自己と他者・社会とのつなが
りを意識する作用は看過できない。したがって，
自己と他者との共生にむかう姿勢をかたちづく
る端緒にもなるが，その前提には，コミュニケー
ションを行いつつ，お互いにその存在のかけが
えの＿な＿さを認識し合っていく相互承認が必要に
なる。これに関連して，美術教育の実践でも自
己自身のかけがえのなさに着目し，他者に共鳴
し，共振するような間主観的な身体の開かれに
よって他者性が生成されることが述べられてい
るが56，「表現」や「鑑賞」によって，人間存
在のあり方や自己と他者の関係性を感得するこ
とができる。
なかでも，「鑑賞」のさいに目前にある作品
を単にモノとして扱うのではなく，作品を制作
した人間を思い浮かべたり，表現されている主
題を自己の興味に引き付けて考えたりすること
で作品がより身近な存在となり，様々な事象と
の関連で考えられるようになる。また，「表現」
についても同様にとらえられる側面があり，作
品に自己の想いを反映したり，逆にしなかった
りするが，大切なのは，自己以外の他のものと
の関わりの中で制作され，かつその作品は自己
以外の他者に「鑑賞」されていくことである。
その意味で，美術教育は人と人との関係を考え
る契機になるため，自己存在を省察し，他者と
のあり方を再確認する契機となる。
したがって，美術教育は「共同的で象徴的な
学校という世界の中で，世界と自己の関係を変
え，他者と共同する術として再定義する」57こ
ともできよう。このようなことから，美術教育
には関係性を感得する契機が含まれていると言
えるが，「他者や世界（社会）と触れ合え，そ
れらの中で自己実現の可能性へと追求できるよ
うな場」58に変化させる視点も必要である。特
に，「鑑賞」の過程で，鑑賞者は他者や世界
（社会）の存在に気付くことがある。それは，
ある実存的な具体的状況や特殊な制約を受けた
感受性等が鑑賞行為に持ち込まれるため59，そ
れを知ることによって，自己の視点が社会との
関わりの中で生起することを理解することにも
なるからである。それと同時に，作品が保有す
る文化的価値・美的価値を意識・無意識のうち
に感受することも，自己と社会のつながりを認
識する端緒になる。
さらに，学生が美術館を活用することで，地
域社会との関連を意識するきっかけになると同
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時に，美術作品が社会に与える影響や日常生活
との関わりも実感できるようになり，美術館の
教育的作用や社会的役割も明確になっていくと
思われる。
（2）多様性の感得
以上のことから，自己と他者・社会のつなが
りを意識することで，自己を「表現」するとと
もに，他者と出会う契機になっていくと言える。
このような効果は「鑑賞」にも当てはまり，様々
な作品を目にすることで多様な他者を意識する
と同時に，唯一の存在である自己のかけがえの
なさや他者のかけがえのなさに気付くことがあ
る。したがって，文化や考え方の相違に触れ合
う中で，自己のかけがえのなさは他者との関係
の中にあり，その関係性の中で個性も光り輝く
ことを理解できるようになる。
そのため，お互いのかけがえのなさや関係性
を理解する前提には，様々な意見や表現と向き
合うことが考えられ，その1つの機会として作
品鑑賞に伴う解釈の多様性と出会うことがある。
というのは，個人の見方や生きてきた歴史や背
景が異なることから，それを基盤として多様な
解釈が生じていくからである。そのさい，幾層
もの多様な解釈が許容されることによって，作
品の創造者が気付かなかった側面が提示される
こともある甲。つまり，エワコム（Umberto Eco，
1932－）やゼ一ドルマイア（Hans Sedlmayr，
1896－1984）が述べるように61，作品が多様な
観点から読み解かれることで，自己の解釈の独
自性やその存在のかけがえのなさも際立つので
ある。なぜなら，解釈の変化や複数の解釈があっ
ても，個々の解釈から整合性や正しさの主張を
奪うものではないし，解釈間の葛藤を回避した
り否定したりするものでもないからである62。
その結果，作品鑑賞によって生まれる解釈の
多様性を学び，お互いのかけがえのなさを認め
合う姿勢へとつながっていくことになる。上記
のような多様性を認める見方として，1984年か
ら1996年にかけてニューヨーク近代美術館
（MoMA）で教育部講師を行っていたアメリア・
アレナス（Amelia Arenas）は，「対話を組織
化することで鑑賞者相互が互いの良さを見つけ
あう共同的な作品理解が促される」63と考えてい
る。彼女の実践には，他者との相違を認める姿
勢の他に，どの見方が“正しい”とか“正しく
ない”という論議ではなく，自己の見方を確立
していく過程で他者とコミュニケーションを行
う重要性が反映されている。このように，感じ
たことをことばで語り合うことで，想像力だけ
でなく観察力や思考力をも身につけなが
ら64，共感したり，違いやズレを感じたりしな
から多様性と向き合うことになる。
特に，多様な意見に向き合った時に，相違の
あるものを排除する態度ではなく，自己の意見
を表現すると同時に他者の意見を認めようとす
る開かれた態度が必要であろう。このような態
度は，国際社会の中で出会う異文化とのあり方
を模索するうえでも重要である。そのため，石
井優子が述べるように美術教育は言語や文字が
異なる人々の間でも直観的に共感し合え，一広く
世界の人と心が通じ合うコミュニケーションと
しての特性があることから，国際理解や親善に
寄与する側面は注目すべきであろう65。また，
美術館では様々な国の作家の作品を展示してい
ることから，国際社会を理解するきっかけとな
り，作家のバックボーンや作品そのものからも
異文化に触れることもできる。つまり，作品解
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説等をうまく活用すれば，それをガイド（ドー
セント（docent））にして異文化理解へと学習
内容を広げたりすることもできるため66，美術
教育でも美術館教育でも多様性を学び，相互に
認め合う姿勢を形成できると考えられる。
5．おわりに
これまでの考察から，美術館と学校の連携に
よる教育的作用として「表現」と「鑑賞」のつ
ながりに着目すると，以下の3点に重要性が見
出せる。
第1に，“感受性を育む”ことであり，「表現」
と「鑑賞」を成立させる基礎的要素として，自
己を取り巻く世界を認識したり，人と人との関
係を構築したりするうえでも重要な役割を果た
すと言える。つまり，「表現」にしろ，「鑑賞」
にしろ，向き合う対象に敏感に反応できる感受
性が具わっていなければ様々な事象を感じ取る
ことはできない。そのため，美術館の利用によっ
て，学校の授業では比較的難しい実物の作品を
鑑賞する機会となり，学生の体験の質を高める
効果にも注目する必要がある。その結果，自己
を取り巻く環境や事象に敏感に反応できるよう
な感受性が育まれることになり，主体的な学び
に欠かせない「興味・関心」を喚起させていく。
さらに，この「興味・関心」は，図画工作科・
美術科で活かされるだけでなくi他の授業で取
り扱う事象にも意欲的に向き合い，積極的に学
ぶ姿勢の形成に寄与するため，他教科の学びに
も大きな影響をもたらすと言える。
第2に，“世界観を形成する”ということで
ある。特に，「表現」のプロセスでも，先人の
作品や周囲の物事を「鑑賞」することから出発
することもあるため，自己の見方は歴史的・社
会的に獲得されたものに依拠していると考えら
れる。つまり，「鑑賞」は作品の見方の確立だ
けでなく，自己の身近な環境や地域や社会を読
み解く視点の獲得にもつながっており，自己の
価値観を形成することと深く関わっている。こ
のようにして形成された視点をもとに，「表現」
も行われるため，「表現」と「鑑賞」は相補関
係にあり，循環しながら相互に影響を及ぼして
いる。そのため，自己の視点や世界観の形成は，
美術館での作品鑑賞や図画工作科・美術科の授
業に関するだけでなく，日常生活を送ったり，
社会的事象を認識したりするさいにも重要な＿役
割を担うのである。
第3に，“コミュニケーション能力を育む”
ことであるが，「表現」と「鑑賞」の双方に通
底する事柄として，多様な他者との出会いが据
えられる。特に，「表現」に関しては，自己の
見方や意見を表明することにもなるため，それ
を受け取る他者，つまり，「鑑賞」する他者の
存在なく成立するものではない。そのさい，看
過できないのは，「表現」も「鑑賞」も自己と
他者との関係性のうえに成り立っており，相互
にコミュニケーションを行うことで，「表現」
された作品や解釈の内容に関する多様怪の認識
へとつながることである。その結果，お互いに
唯一の存在として，その存在のかけがえのなさ
を理解し，差異を認め合う態度に結び付いてい
く。このようなプロセスを経て，国際理解や異
文化理解にも結び付いていくため，多様な文化
を認め合う姿勢の形成にも寄与すると考えられ
る。
したがって，美術館と学校（美術教育）の連
携を円滑に行うには，「表現」と「鑑賞」の基
底となるものを認識し，感受性を育んだり，他
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者との関係を構築したり，コミュニケーション
能力を伸ばす側面にも注目していくべきであろ
う。そのさい，美術教育を図画工作科・美術科
という1教科に限定してとらえるのではなく，
自分に身近な地域や社会や自然環境とのつなが
りを視野に入れることも忘れてはならない。そ
の結果，美術館と学校だけでなく，地域社会と
連携する糸口となり，様々な人と触れ合える機
会となる。このようなことから，美術館や学校
の独自性を確保しながらも，両者の共通項を提
示していくことになり，相互に協力して豊かな
学習機会を創出する可能性が見出せると考える。
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